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中間業績予想の修正に関するお知らせ中間業績予想の修正に関するお知らせ中間業績予想の修正に関するお知らせ中間業績予想の修正に関するお知らせ

　平成 15 年３月期中間業績の予想につきまして、平成 14 年５月 21 日の決算発表時の中間業績予想を下記の
とおり修正いたします。
　
　１．平成 15 年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成 14 年４月１日～平成 14 年９月 30 日）

　　　　　（単位：百万円）

売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

前 回 発 表 予 想         　　　　（Ａ）
（平成 14 年５月 21 日発表）

１５，０００ ８００ ３６０

今 回 修 正 予 想         　　　　（Ｂ） １４，４００ ５６０ ２７０
増  減  額         　　（Ｂ－Ａ） △　　　６００ △　　　２４０ △　　　　９０
増  減  率         △　　４．０％ △　３０．０％ △　２５．０％
前期（平成 14 年３月期中間）実績 １４，９１５ ９６５ ４５５

　２．平成 15 年３月期単独中間業績予想数値の修正（平成 14 年４月１日～平成 14 年９月 30 日）
　　　　　（単位：百万円）

売 上 高     経 常 利 益     当期純利益

前 回 発 表 予 想         　　　　（Ａ）
（平成 14 年５月 21 日発表）

１０，６００ ３６０ １８０

今 回 修 正 予 想         　　　　（Ｂ） １０，０７０ １７０ ３０

増  減  額         　　（Ｂ－Ａ） △　　　５３０ △　　　１９０ △　　　１５０

増  減  率         △　　５．０％ △　５２．８％ △　８３．３％

前期（平成 14 年３月期中間）実績 １０，５６９ ４９３ １８３

　３．修正の理由
景気の長期低迷を受けて国内需要が依然として低調に推移する中、工業用薬剤においては、主力の繊
維関連薬剤が繊維業界の倒産・廃業の増加のあおりを受けたことを主因として、売上高が当初予想に比
し減少いたしました。また、化粧品部門においても、景気低迷の影響並びに他社との競合が激しくなっ
たこと等から売上高が予想比減少しました。
上記のとおり売上高が当初の予想を下回ったことから、経常利益、当期純利益につき、前回発表予想
を下回る見込みとなりました。

　上記の業績予想につきましては、現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、
これらの業積予想とは異なることがあり得ることをご承知おきください。
　なお、通期の業績予想につきましては、平成 14 年 11 月 19 日に予定しております中間決算発表時に公表さ
せていただきます。

　　以　　上


